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男性 3,675 人
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計 7,593 人
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祝辞を述べる汐見町長式辞を述べる中田校長

緊張した面持ちで入学式に臨む新入生たち
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井手小学校の入学式多賀小学校の入学式
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桜が満開の玉川堤
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綱田団長から任命書を受ける新入団員
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■プレミアム商品券　5 月 20 日（土）午前 9 時から販売開始！
井手町商工会では、平成 29 年度　第 1 弾　プレミアム商品券を販売します。
2 割のプレミアムが付いた大変お得な商品券です。
井手町・京都府より補助金の交付を受けて井手町商工会が販売します。
販売時間等、詳細は、開催日までに新聞チラシに折込予定です。
是非この機会にお買い求め下さい。

【販売日・場所】
平成 29 年 5 月 20 日（土）・21 日（日）9：00 ～ 12：00　井手町商工会・西部公民館
　（ただし、無くなりしだい終了）

【使用有効期限】
平成 29 年 5 月 22 日～平成 29 年 11 月 21 日

【販売予定額】
第 1 弾：3,600 万円分（第 1 弾：6,000 セット限り）

【取扱店舗】
取扱店は、のぼりが目印です。店舗により一部お取り扱いできない商品もあります。

【内容・購入限度額等】
1 セット 6,000 円分（@500 円券 12 枚綴）を 5,000 円にて販売。
お一人様 50,000 円（10 セット）まで先着にて。
期間中、お一人様 1 回限りの販売です。
事前予約は一切受け付けておりません。
各販売場所には駐車場はございません。第 2 弾は、7 月下旬～ 8 月上旬に販売予定です。
お問合せは井手町商工会（℡８２－４０７３）

■『がんと診断されて頭が真っ白』『誰かに話を聞いてもらいたい』など、がんに関わる様々な相談をお受けする窓口として、
　京都府山城北保健所にて出張相談を行いますのでご利用ください。
　（日　時）　６月１３日（火）
　　　　　　午後１時から３時半
　（場　所）　京都府山城北保健所（山城広域振興局宇治総合庁舎内）
　（相談員）　京都府がん総合相談支援センターの保健師又は看護師
　（相談料）　無料
　（予　約）　実施日の前日午後４時までに下記フリーダイヤルへお申し込みください。
　京都府がん総合相談支援センター（京都市南区東九条下殿田町 43　メルクリオ京都２階）
　　　　　　　　　　　 　フリーダイヤル　０１２０－０７８－３９４
■京都府がん総合相談支援センターでは電話及び対面相談を、月～金（祝日・年末年始を除く）の午前９時～正午、
　午後１時～４時に実施していますので、こちらもご利用ください。

出張がん個別相談会のお知らせ

井手町では、胎児の先天性風しん症候群の発症防止のため風しん予防接種費用を全額助成します。
対象者：井手町に住所を有する方で
　　　　①妊娠を希望する女性であり、かつ抗体検査等により抗体価の低い者
　　　　②妊婦の同居者で抗体検査等により抗体価の低い者（ただし、妊婦の抗体価が低い場合とする）
　　　　※京都府が実施する風しん抗体検査が無料で受けられる制度があります。詳しくは京都府ホーム
　　　　ページで確認してください。
助成対象ワクチン　麻しん・風しん混合ワクチン、または風しん単独ワクチン
接種対象期間：平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日
申請受付期間：平成２９年５月１１日から平成３０年４月６日
助成金額：全額
接種場所：各医療機関
助成方法：接種後、医療機関窓口で接種費用全額を支払い、下記の（１）～（５）を持参のうえ保健
　　　　　センター窓口で申請してください。（償還払い）
　　　（１）医療機関の領収書の原本
　　　（２）接種したことが証明できるもの（接種済証、予診票控え等）
　　　（３）印鑑
　　　（４）振込先の分かるもの（通帳等）
　　　（５）抗体価が低いことが証明できるもの（抗体の結果票、抗体価検査の結果を記載した母子手帳等）
　　　　　※なお、対象者②の方においては上記に併せて、さらに（６）（７）も必要です。
　　　（６）妊婦の母子手帳
　　　（７）妊婦と同居していることを証明できるもの（運転免許証、健康保険証等）
　＊お問い合わせは保健センター（℡８２－３３８５）まで

大人の風しん予防接種の費用を全額助成します！
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　厚生労働省主催の平成２９年度慰霊巡拝の参加者を募集します。参加を希望される井手町在住のご遺族（戦没
者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹、子・兄弟姉妹の配偶者、戦没者の孫、戦没者の甥・姪）の方は、内申書と戦
没者との続柄がわかる戸籍謄本の写し等を住民福祉課に提出してください。
　お問い合わせは住民福祉課（℡ 82-6164）まで。

慰霊巡拝を行う地域
　　　　　　派遣地域　　　 実施予定時期 募集予定人員
旧ソ連 ハバロフスク地方 ８月２０日（日）～８月２９日（火） １５名
旧ソ連 イルクーツク州 ８月２７日（日）～９月５日（火） １５名
旧ソ連 クラスノヤルスク地方 ９月３日（日）～９月１２日（火） １５名
旧ソ連 沿海地方 ９月 2 ４日（日）～１０月３日（火） １５名
中国 東北地方 ９月 5 日（火）～ 9 月１４日（木） １５名
南方 東部ニューギニア ９月２０日（水）～９月２７日（水） ２０名
南方 インドネシア １０月４日（水）～１０月１３日（金） １５名
南方 硫黄島（第１次） １０月２４日（火）～１０月２５日（水） １００名
南方 トラック諸島 １０月２６日（木）～１１月２日（木） １５名
南方 硫黄島（第２次） 平成３０年２月２０日（火）～２月２１日（水） １００名
南方 フィリピン 平成３０年２月１４日（水）～２月２３日（金） ６０名
南方 マーシャル・ギルバート諸島 平成３０年３月３日（土）～３月１１日（日） １０名

平成２９年度慰霊巡拝について

「困っている人、苦しんでいる人をなんとかしたい。
　誰もが持っているその想い、日本赤十字社に託してください。」
　赤十字の活動資金にご協力を！
　日本赤十字社は世界１９０の国と地域にある赤十字・赤新月社の一員として、人道的使命を果たすために活
動しています。一刻を争う災害救護をはじめ、病気で苦しむ人々のサポートなど、国内外でさまざまな人道的
な支援活動を行っています。
　これらの活動は、赤十字の理念と活動に賛同してくださる「会員 ( 支援者 )」をはじめ、皆様からお寄せいた
だく活動資金によって支えられており、とりわけ毎年５月は「赤十字運動月間」として、皆様からのご協力を
お願いしています。
　日本赤十字社では、頻発する大規模な自然災害に対して、災害救護活動、緊急支援から復興支援まで継続し
た支援活動を積極的に展開してまいりました。
　京都府支部でも、平成２４年８月南部豪雨災害以来、平成２５年９月の台風１８号災害、平成２６年８月京
都府豪雨災害と３年連続で災害救助法の適用になる水害に見舞われましたが、いち早く救援物資の配布や医療
救護班を派遣したところです。
　また、救急法などの各種講習会の実施や青少年赤十字活動、ボランティアの育成強化などに努めています。
　こうした幅広い活動を継続し、更に充実していくためには、皆様のご支援とご協力が必要です。なにとぞ主
旨をご理解いただき、日本赤十字社の活動資金にご協力をお願いいたします。

　お問い合わせは、日本赤十字社京都府支部 山城地区井手町分区（住民福祉課）（℡ 82-6164）

■

■

■

■

「空き家バンク」とは　空き家を所有する方からの登録の申し込みを受け、登録された空き家の物件情報を公開
し、町内に居住を希望する人に町のホームページなどで広く情報提供する仕組みです。
空き家登録の手順　地域創生推進室へ登録申込書など必要書類を提出いただきます。空き家バンクへの登録が
可能と判断された場合、登録台帳に登録するとともに、物件の所在地、状況、間取り、所有者の希望条件など
の情報を、町のホームページに掲載します。

「空き家バンク」をご存知ですか！　居住可能な空き家の情報提供にご協力を！！

利用希望者の手順　空き家情報を町のホームページで閲覧し、希望物件があった場合、「利
用申込書」「誓約書」を地域創生推進室に提出いただきます。利用希望者、利用目的など
が適当と認められた場合、空き家の所有者及び仲介を行う登録事業者に通知します。町は
交渉・契約には関与しません。
お問合せ　地域創生推進室（℡８２－６１７０）までお問い合わせください。
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認知症と単なる物忘れのちがいとは？
　「もの忘れ」は正常範囲の老化現象で、ある出来事の中の一部を忘れてしまうのが正常な物忘れで、出来事全
てを忘れてしまうのが「認知症」です。
　いつも「あれがない」「これがない」と探している、趣味や好きなことに興味を示さなくなった、同じ食材が
たくさんある、ささいなことで怒りっぽくなった等の症状が現れたら認知症を疑うことになります。認知症は病
気ですので、最終的には専門医の判断が必要となります。他の病気と同じで早期発見が良い治療につながります。
ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操
おうちでできる運動をご紹介していきます。足腰を鍛えて歩く力をいつまでも保つことが健康寿命の秘訣です。
まずは初級編その一から♪　1 種目 10 回を目安におこない、慣れてきたら 2 ～ 3 セットを目標にしましょう。
注）ストレッチなどで体をほぐしてからおこないましょう。

ツイスト けりあげ

➡

（手順）
①肘を曲げ、肩の高さま
で上げる
②腕と反対側の膝を上げ
て肘とくっつける
③反対側も繰り返す

（手順）
①イスに浅く座る
②ゆっくりと片方の膝を
まっすぐ伸ばす※つま先
は立てるようにする
③ゆっくりと元の位置ま
で戻す
④反対側も繰り返す

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』

地域包括支援センター（℡８２－３６９０）

　新緑の山背古道を歩きませんか？山背古道の半分、約１０キ
ロを歩くウォーキングです。途中、ＪＲ棚倉駅前で“ぜんざい”
の販売や、中天満神社で梅ジュースのサービスのほか、ゴール
の井手町まちづくりセンター椿坂では“地元産たけのこと梅を
つかった、特製おにぎり（限定１００食）”の販売があります。
山背古道を楽しみましょう！
　
と　き　　　５月２８日（日）　雨天決行・荒天時中止
集　合　　　木津川市役所駐車場（またはＪＲ城陽駅）　
受付時間　　午前９時～１０時・受付順に順次スタート
コース　　　① JR 城陽駅→井手町まちづくりセンター椿坂
　　　　　　②木津川市役所→井手町まちづくりセンター椿坂
　　　　　　いずれも約１０km を歩きます。
参加費　　　無料
持ち物　　　弁当、雨具、水筒
申　込　　　事前の申し込みは必要ありません。

問い合わせ　山背古道推進協議会事務局（城陽市商工観光課）
　　　　　　℡５６－４０１８
主　催　　　山背古道推進協議会
共　催　　　山背古道探検隊

◇第 8回山背古道春のは～ふウォーク

◇山背古道ミニウォーク
　　　～座禅体験と狛の里の散策～
と　き　平成２９年５月２８日（日）
集　合　午前９時半、ＪＲ上狛駅集合
内　容
　ＪＲ上狛駅から環濠集落を巡り玉台寺で座禅体
験を行います。昼食後、高麗寺跡茶問屋街などを
散策しＪＲ上狛駅に戻ります。
参加費　無料
持ち物　
　弁当、飲み物（弁当７００円で申込可）
申し込み、問い合わせ
　山背古道探検隊事務局（井手町企画財政課）
　℡８２－５２１２

お茶の京都博

お問合せ お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付）　075-414-4529

５月のお茶イベント
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：火曜日（月１回）
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

５月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

11 日（木） 10：00 ～ 11：00 子育てサークル
「さんさん会」

12 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
「食事用エプロンづくり」 ※申込制

16 日（火） 10：00 ～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

18 日（木） 10：30 ～ 11：30 いづみ保育園園庭開放 いづみ保育園

19 日（金） 10：30 ～ 11：30 多賀保育園園庭開放 多賀保育園

24 日（水） 10：00 ～ 11：00 おやこでノック
えほんのトビラ ※申込制

26 日（金）
10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場

「食事用エプロンづくり」 ※申込制

10：00 ～ 11：00 子育てサークル
「さんさん会」

29 日（月） 10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

31 日（水） 10：30 ～ 11：30 玉川保育園園庭開放 玉川保育園

６月

5 日（月） 10：30 ～ 12：00 子育てサークル
「カモミール」

6 日（火） 10：00 ～ 11：00 ブラッシング指導 ※申込制

9 日（金） 10：00 ～ 11：00 子育てサークル
「さんさん会」

13 日（火） 10：00 ～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

　お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために
　　　　　　　　　　一時預かりを行っております
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有料）

【利用時間】平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30
　　　　　  土曜日　　　　　　8：30 ～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター
　　　（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり

消防署からお知らせ
行楽期における火災の被害防止について

　春の行楽シーズン到来とともに、屋外での活動が増えてきます。この時期は、
降水量が少なく空気が乾燥し、強い風が吹くなど、林野火災が発生しやすい気候
条件となることが多く、火災発生の増加が懸念されます。
　火災を防いでレジャーを楽しむために、一人ひとりが注意することが必要です。
春の行楽期を火災のない楽しいものにするために・・・
○　キャンプ等で火を使用する際は、近くに水の入ったバケツなどを用意して、万一、火が拡大
　　した際すぐに消火できるようにしておく。
○　たばこは灰皿などがあるところで吸うか、携帯灰皿を携行し、投げ捨てなどは絶対にしない。
○　ゴミ類は火災の発生、延焼拡大の原因となるため各自でゴミはきちんと持ち帰る。

　お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署（℡８２－３０００）
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法
務
副
大
臣
賞
作
品

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ
て
学
ん
だ
こ
と
」

栃
木
県
・
宇
都
宮
市
立
一
条
中
学
校
２
年

東ひ
が
し　

大た
い

我が

　
「
僕
な
ん
か
そ
の
時
に
死
ん
ど
け

ば
よ
か
っ
た
。」
僕
が
母
の
お
腹
の

中
で
何
度
も
命
が
危
険
な
状
態
に

な
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
時
、
母
に

こ
う
言
い
放
っ
た
。
僕
に
は
吃
音

の
障
害
が
あ
り
、
吃
り
を
治
す
た

め
今
ま
で
努
力
し
て
き
た
。
舌
の

病
気
が
わ
か
っ
た
時
は
舌
を
切
っ

て
伸
ば
す
手
術
も
し
た
。
目
の
病

気
が
わ
か
り
、
メ
ガ
ネ
で
の
治
療

も
始
ま
っ
た
。
な
ん
で
僕
だ
け
…

と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
八
つ
当

た
り
し
た
。
こ
の
夏
、僕
は
見
失
っ

て
い
た
大
切
な
こ
と
に
気
付
き
、

自
分
の
〝
今
〟
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

一
年
前
、
偶
然
つ
け
た
テ
レ
ビ

で
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ
た
。
そ
れ

は
多
磨
全
生
園
の
敷
地
内
に
あ
る

ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を
紹
介
す
る

番
組
で
そ
の
事
実
に
言
葉
を
失
っ

た
。
二
年
生
に
進
級
し
た
あ
る
日
、

ま
た
同
じ
番
組
を
見
た
僕
は
、
二

度
の
偶
然
に
驚
い
て
、
ハ
ン
セ
ン

病
が
気
に
な
り
始
め
た
。
そ
ん
な

矢
先
、
連
休
に
資
料
館
に
行
っ
て

み
よ
う
よ
と
、
母
が
誘
っ
て
く
れ

た
。
自
分
の
目
で
確
か
め
る
い
い

機
会
だ
と
思
っ
た
僕
は
資
料
館
を

訪
れ
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
恐
ろ
し

い
伝
染
病
、
う
つ
る
と
治
ら
な
い

と
偏
っ
た
考
え
で
患
者
さ
ん
を
一

生
閉
じ
込
め
た
強
制
隔
離
の
実
態

に
手
が
震
え
た
。
狭
い
部
屋
に
八

人
の
住
居
、
重
症
者
の
看
護
、
土

木
作
業
等
の
労
働
、
結
婚
し
て
も

断
種
・
中
絶
を
強
要
さ
れ
、
逃
亡

し
た
り
逆
ら
え
ば
監
禁
室
に
閉
じ

込
め
た
。
こ
の
日
本
で
こ
ん
な
信

じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
た
の
か
と
改
め
て
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
そ
の
後
療
養
所
内

を
散
策
し
た
。
納
骨
堂
に
着
い
た

時
、
案
内
人
の
方
か
ら
耳
を
疑
う

よ
う
な
話
を
聞
い
た
。
生
ま
れ
て

き
た
赤
ん
坊
の
口
を
ガ
ー
ゼ
で
ふ

さ
い
で
抹
消
し
、
ホ
ル
マ
リ
ン
漬

け
に
さ
れ
た
三
十
六
人
の
命
が

眠
っ
て
い
る
と
い
う
。
ど
ん
な
小

さ
な
命
で
も
生
き
た
い
と
思
っ
て

生
ま
れ
て
き
た
は
ず
な
の
に
生
き

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
う
と
心

臓
を
え
ぐ
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
に

な
り
、
僕
な
ん
か
生
ま
れ
て
こ
な

け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

を
悔
ん
だ
。
赤
ん
坊
が
眠
る
「
尊

厳
回
復
の
碑
」
に
手
を
合
わ
せ
、

帰
宅
し
た
。

　

数
日
後
、
僕
は
再
び
資
料
館
に

足
を
運
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
語

り
部
の
平
沢
保
治
さ
ん
の
講
演
会

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

八
十
九
歳
の
平
沢
さ
ん
を
テ
レ
ビ

で
拝
見
し
て
い
た
僕
は
親
し
み
を

感
じ
て
胸
が
高
鳴
っ
た
。
講
演
が

始
ま
る
と
穏
や
か
な
表
情
は
消
え
、

強
制
隔
離
や
全
生
園
で
の
生
活
等
、

そ
の
時
の
心
境
や
思
い
を
あ
り
の

ま
ま
に
話
し
て
下
さ
っ
た
。
ら
い

予
防
法
の
知
識
も
深
ま
っ
た
。
僕

と
同
じ
十
四
歳
で
発
病
し
て
か
ら

今
ま
で
受
け
て
き
た
差
別
や
屈
辱

は
僕
の
想
像
を
絶
す
る
こ
と
ば
か

り
だ
っ
た
が
、「
怨
念
を
怨
念
で
返

し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
平
沢

さ
ん
の
生
き
方
に
強
く
心
を
打
た

れ
た
。

　

僕
は
吃
音
が
う
つ
る
と
言
わ
れ
、

手
で
耳
を
ふ
さ
が
れ
た
時
、
何
を

根
拠
に
言
っ
て
い
る
の
か
と
悲
し

く
て
悔
し
く
て
、
心
が
ぺ
ち
ゃ
ん

こ
に
な
っ
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
も
、

ハ
ン
セ
ン
病
だ
と
疑
わ
れ
た
だ
け

で
人
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
社
会
の

暴
力
が
行
わ
れ
て
き
た
の
は
、
病

気
の
知
識
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

必
要
以
上
に
恐
れ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

正
し
い
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
心
に
「
偏
見
」
と
い
う
壁

を
作
り
人
を
傷
つ
け
る
。
そ
の
壁

は
僕
の
心
の
中
に
も
あ
る
。
こ
れ

か
ら
は
、
思
い
込
み
や
先
入
観
で

人
を
決
め
つ
け
た
り
せ
ず
、
正
し

い
こ
と
を
知
る
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
た
。

　

平
沢
さ
ん
は
僕
達
に
三
つ
の
約

束
事
を
伝
え
て
マ
イ
ク
を
下
ろ
し

た
。
①
夢
や
希
望
を
も
っ
て
ほ
し

い
。
②
あ
り
が
と
う
…
と
言
え
る

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
③
こ
の

地
上
に
一
度
だ
け
両
親
か
ら
頂
い

た
こ
の
命
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
大
事
に
し
て
ほ
し
い
…
と
。

ま
る
で
今
の
僕
を
見
透
か
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。

僕
は
ハ
ン
セ
ン
病
を
テ
レ
ビ
で「
偶

然
」
知
っ
た
と
思
っ
て
い
た
が
、

き
っ
と
「
必
然
」
だ
っ
た
の
だ
と

思
う
。
感
謝
の
気
持
ち
も
な
く
親

に
反
発
す
る
今
の
僕
だ
か
ら
こ
そ
、

聞
く
べ
き
お
話
で
あ
っ
た
の
だ
と
、

そ
ん
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　

講
演
後
、
平
沢
さ
ん
が
よ
く
来

た
ね
、
何
年
生
？
と
、
声
を
か
け

て
下
さ
っ
た
。
僕
は
嬉
し
く
て
少

し
お
話
し
す
る
時
間
を
い
た
だ
い

た
。
平
沢
さ
ん
は
、

「
障
害
に
負
け
な
い
で
堂
々
と
し
て

生
き
て
い
き
な
さ
い
。
辛
い
時
悲

し
い
時
は
い
つ
で
も
こ
の
じ
ぃ
さ

ん
の
所
に
来
な
さ
い
ね
。
僕
は
自

分
の
孫
の
よ
う
に
思
っ
て
君
を
応

援
し
て
い
る
よ
。」

と
、
僕
の
手
を
力
強
く
握
り
締
め

て
く
れ
た
。
心
の
ト
ゲ
が
抜
け
て

い
く
の
を
僕
は
確
か
に
感
じ
た
。

平
沢
さ
ん
は
辛
い
過
去
を
お
持
ち

の
は
ず
な
の
に
ど
う
し
て
あ
ん
な

に
優
し
く
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
平
沢
さ
ん
が
相
手
の
気
持

ち
を
酌
み
取
っ
て
声
を
か
け
、
優

し
く
接
す
る
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

思
い
や
り
の
あ
る
人
と
い
う
の
は

「
想
像
力
」
を
持
て
る
人
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
困
っ
た
り

悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
自
分
が
そ
の
立
場
に
な
っ

て
み
て
、
僕
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
言

葉
を
か
け
て
ほ
し
い
だ
ろ
う
、
ど

ん
な
ふ
う
に
接
し
て
ほ
し
い
だ
ろ

う
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
す

る
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
人
だ
と

思
う
。中
学
生
の
僕
で
も「
想
像
力
」

を
働
か
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ

れ
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
能
力
だ

と
思
う
。
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
努

力
を
し
て
い
け
ば
、
い
じ
め
や
差

別
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
と
人
が
お

互
い
を
認
め
合
っ
て
生
き
て
い
く

こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
か
教
え
て

下
さ
っ
た
平
沢
さ
ん
の
思
い
を
大

切
に
、
十
四
歳
の
僕
が
〝
今
〟、
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に
自
分
の
身
近

に
あ
る
人
権
に
つ
い
て
の
思
い
を
作
文
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。　

作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
中
学
生
の
純
粋
な

気
持
ち
に
ふ
れ
て
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

第 36 回全国中学生
　人権作文コンテストの入賞作品から
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「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日　

時
／
６
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　
　

会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受　

付
／
６
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

「
母
子
家
庭
奨
学
金
」
の
申
請
は

　
　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

【
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
５
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
５
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》

日
時
／
５
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

●

Information

おしらせ
「
ち
か
ご
ろ
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
」

「
相
手
の
声
が
聞
こ
え
に
く
い
」「
補
聴
器
を

使
え
ば
、
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
？
」

な
ど
・
・
・

耳
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
の
相
談
を
専
門
の

言
語
聴
覚
士
が
ご
自
宅
等
ま
で
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
行
い
ま
す
。　
　

実
施
期
間
／
平
成
29
年
６
月
１
日
～

　
　
　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
（
お
一
人
約
１
時
間
の
予
約
制
で
す
。)

内
容
／
聴
力
測
定
及
び
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談

申
込
／
高
齢
福
祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
５
）
ま

で
。

＊
検
査
の
内
容
・
相
談
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
℡
30
‐
９
０
０
０　

ＦＡＸ
55
‐
７
７
０
８
）

ま
で
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

　
　
　
　

申
請
は
お
済
み
で
す
か

●
対
象

　

町
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
。

１
．
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
次
の

　
　

障
が
い
の
あ
る
方

　

○
視
覚
の
障
が
い
程
度
が
１
級
又
は
２
級

　

の
方

　

○
下
肢
又
は
体
幹
の
障
が
い
程
度
が
１
級

　

又
は
２
級
の
方

　

○
上
肢
の
障
が
い
程
度
が
１
級
又
は
２
級

　

で
、
か
つ
、
下
肢
の
障
が
い
程
度
が
３
級

　

の
方

　

○
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

　

直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
障
が

　

い
程
度
が
１
級
の
方

２
．
療
育
手
帳
の
障
が
い
程
度
が
「
Ａ
」
判

　
　

定
の
方

３
．
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
が
い

　
　

等
級
が
１
級
の
方

●
申
請
方
法

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
申
請
書
と
印
鑑
を

持
ち
、
高
齢
福
祉
課
へ

●
利
用
券　

月
額
１
，
０
０
０
円
（
申
請
の

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
交
付
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
５
）

　

平
成
29
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
は
、
５
月

月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月

以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
月
の
翌

月
か
ら
の
支
給
と
な
り
、
１
年
分
の
奨
学
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
。

お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
４
）

京
都
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

５
月
31
日
（
水
）
は

　
　
　

自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

　

５
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
お
近
く
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
郵
便

局
等
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
又
は
京
都
府
の
納
税
窓
口
で
５
月
31
日

（
水
）
ま
で
に
御
納
付
願
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
た
め
の
自
動
車
税
減
免
制
度
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

《
臨
時
相
談
窓
口
も
開
催
し
ま
す
》

場
所
／
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
・
田
辺
地

　
　
　

域
総
務
室
（
京
田
辺
）

日
時
／
５
月
19
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　
　
　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

＊
問
い
合
わ
せ
は
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局　

税
務
室
・
宇
治
（
℡
23
‐
５
４
０
０
）
ま
で
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
ま
す

　

井
手
町
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
切

れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
事
業
」
を
、４
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
始
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
・

悩
み
・
困
り
ご
と
な
ど
に
保
健
師
、
助
産
師

等
が
対
応
し
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
質
問
、

不
安
な
ど
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
82

‐
３
３
８
５
）
ま
で
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ま
す

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
５
月
22
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
５
月
26
日
（
金
）・
６
月
２
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
５
月
17
日
（
水
）・
６
月
７
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
５
月
25
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
５
月
23
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４

時場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

《
太
極
拳
》

日
時
／
５
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
人
権
学
習
》

日
時
／
５
月
26
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
半
～
正
午
・

　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
社
協
生
き
生
き
サ
ロ
ン
「
陣
取
り
ゲ
ー
ム
」】

日
時
／
５
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
５
月
25
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
５
月
19
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

　
　
　

６
月
２
日
（
金
）

　
　
　

午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
申
込
は
不
要
で
す

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
５
月
18
日
（
木
）・
６
月
８
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
11
日
（
木
）・
６
月
１
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
５
月
24
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３

時場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
６
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３

時場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ
る
方
は

年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

【
乳
幼
児
健
診
】

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
６
月
５
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
29
・
１
・
５
～
Ｈ
29
・
３
・
６
生
ま

れ受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
３
歳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
６
月
９
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
25
・
10
・
４
～
Ｈ
26
・
１
・
10
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
５
月
15
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
６
月
５
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉

苑
、
第
２
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
催
し
て
い

各
種
相
談

子 

育 

て

健　

康

費
用
／
無
料

＊
申
込
み
は
不
要
で
す

＊
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護
な

ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

＊
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

＊
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で
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いのちの車窓から
星野 源
　ドラマ「逃げ恥」「真田
丸」、ヒット曲「恋」に「紅
白」出演と、怒濤の日々を
送るなかで紡いできた風景、
心の機微－。星野源の魅力、
そのすべてがわかる、誠意
あふれるエッセイ集。

明治工芸入門
村田 理如
　幕末・明治期の細密工芸
分野における世界的コレク
ターである著者が、２０１５
年から２年にわたり開催し
た講義の記録。世界を驚か
せた明治の細密工芸美術の
世界を紹介する。中国語抄
訳も収録。

しんごうきピコリ
ザ・キャビンカンパニー
　信号機があおのときは「す
すめ」、きいろのときは「と
まれ」…。パトカーが信号
機のルールを教えていると、
信号機が不思議な色に光り
ました。車はどうするので
しょうか。ちょっとおかし
な信号機のお話。

戦国武将列伝 疾の巻
藤咲 あゆな
　戦国武将の話がまとめて
読める、疾風怒濤の列伝。
〈疾〉の巻は、戦国の風雲児・
織田信長を中心に、明智光
秀、高山右近、斎藤道三、
毛利元就をクローズアップ。
武将＆姫ファイルも収録。
武将カラーイラスト付き。

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
５
月
・
６
月
の
休
館
日

５
月
８
～
11
・
15
・
22
・
25
・
29

日６
月
５
・
12
・
19
・
26
～
30
日

※
６
月
27
日
（
火
）
～
７
月
１
日

（
土
）
は
、
特
別
資
料
整
理
日
の
た

め
、
休
館
し
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

５
月

一
般
書

「
夜
の
谷
を
行
く
」　　

桐
野 

夏
生

「
城
を
ひ
と
つ
」　　
　
　

伊
東 

潤

「
優
し
い
水
」　　
　
　
　

日
明 

恩

「
素
敵
な
日
本
人 

東
野
圭
吾
短
編

集
」　　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾

「
決
戦
！
忠
臣
蔵
」

　
　
　

  

葉
室 

麟
・
朝
井 

ま
か
て

「
不
機
嫌
な
女
た
ち
」

キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

「
渇
き
と
偽
り
」

　
　
　
　
　

ジ
ェ
イ
ン
・
ハ
ー
パ
ー

児
童
書

「
お
さ
る
の
こ
う
す
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田 

美
穂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
わ
ん
ぱ
く
だ
ん
の
お
か
し
な
お
か

し
や
」　　
　
　
　
　

 

末
崎 

茂
樹

「
よ
る
の
よ
う
ふ
く
や
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
島 

ゆ
か

「
５
分
後
に
思
わ
ず
涙
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
戸 

ハ
ル

「
明
日
の
ひ
こ
う
き
雲
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
束 

澄
子

５
月
・
６
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

５
月
13
日
（
土
）・
６
月
10
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

い
ず
れ
も
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

Ａ　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
満
額
で

77
万
９
３
０
０
円
（
平
成
29
年
４
月
時
点
）
で
す
が
、
こ

れ
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
月
額
１
万
６
４
９
０
円
（
平

成
29
年
度
）
の
保
険
料
を
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間

（
４
８
０
月
）.

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
や
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
応
じ
て
年
金
額
も
少
な
く

な
り
ま
す
。

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

５
月
20
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
展
示

ロ
ビ
ー

（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。）

５
月
・
６
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午
前
10

時
～
正
午
）

５
月
17
・
24
・
31
日

６
月
７
・
14
・
21
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午
後
２

時
～
午
後
４
時
）

５
月
18
・
25
日

６
月
１
・
８
・
15
・
22
日

Ｑ
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
と
は

　
　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

「
任
意
加
入
制
度
」
と
は
、
60
歳
～
65
歳
未
満
の
５
年
間
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
65
歳
か
ら
受
け
取
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

つ
ぎ
の
①
～
③
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が
「
任
意
加
入
」
の
対

象
者
と
な
り
ま
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
未
満
の
方

任
意
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
月
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
65

歳
か
ら
の
年
金
を
多
く
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
取
れ
、
任
意
加
入
で
納

め
ら
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
へ
の
任
意
加
入
は
、
井
手
町
役
場
住
民
福
祉
課
へ
、
加
入

申
出
書
（「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
（
申
出
）
書
」）
に
口
座

振
替
申
出
書
、
年
金
手
帳
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
井
手
町
住
民
福
祉
課
、
も
し
く
は
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



広報いで H29-0511

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（5月 11 日～ 6月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 6月1日 5月 25日 5月18日 5月11日
6月8日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 6月2日 5月26日 5月19日
5月 11日

6月8日
水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 5月11日

6月8日 5月 25日 5月18日 6月1日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域

5月30日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

5月31日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

5月11日
6月1日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、

蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

5月12日
6月2日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

5月15日
6月5日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、

田村新田

5月16日
6月6日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、

扇畑、浜田、橋ノ本

5月17日
6月7日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、

下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

（カン）

出せる物・出し方
◆出せるカン　　　　　ジュース、ビール、缶詰などの空缶
◆出し方　　　　　　　必ず中身を出す。簡単な水洗いをする。中身の見える袋で出してください。
◆出せないカン　　　　一斗缶、フライパン、やかんはその他ごみの日。スプレー缶は他のごみと別の中身の
　　　　　　　　　　　見える袋でその他ごみの日に出してください。なお、使用済み乾電池は、カンと混
　　　　　　　　　　　ぜないで中身の見える別の袋でカンの日に出してください。
　　　　　　　　　　　＊充電池、ボタン電池は購入店などに返却してください。



月日 曜日 行　　　　事

5/11 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

12 金
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

13 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

14 日

15 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

16 火 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

17 水
育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
社協生き生きサロン【陣取りゲーム】（午後１時半～、玉泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

18 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

19 金 天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）
20 土

21 日 町民バスケットボール大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）

22 月 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

23 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

24 水
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、玉泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

25 木
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
発達相談（保健センター、予約制）

26 金
大正琴教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
人権学習（午前 11時半～、午後３時～、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

27 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
町民ゴルフ大会（午前 10時～、信楽カントリー倶楽部）

28 日 町民バレーボール大会（午前 9時～、山城勤労者福祉会館）
お茶の京都映画祭（午前 10時～、泉ヶ丘中学校体育館）

29 月
30 火

31 水 パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

6/1 木
無火災デー防火パレード
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

2 金 こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
天文台公開（午後 8時～ 9時半、山吹ふれあいセンター）

3 土 ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前 9時半～、町内）
2017 山吹ふれあいコンサート（午後 1時半～、自然休養村管理センター）

4 日 井手町水防訓練（午前 10時～、玉水橋木津川右岸下流側）

5 月 乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

6 火

7 水
育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、玉泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

8 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）

9 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

10 土 親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

おめでとうございます まちのカレンダー
（5月11日～6月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161

地域創生推進室 0774-82-6170

企画財政課 0774-82-6162

税　務　課 0774-82-6163

住民福祉課 0774-82-6164

高齢福祉課 0774-82-6165

保健医療課 0774-82-6166

建　設　課 0774-82-6167

産業環境課 0774-82-6168

上下水道課 0774-82-6169

会　計　課 0774-82-6171

議会事務局 0774-82-6172

教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333

山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700

同和・人権政策課
0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館

保健センター 0774-82-3385

地域包括支援センター 0774-82-3690

泉ヶ丘中学校 0774-82-2070

井手小学校 0774-82-2119

多賀小学校 0774-82-2112

玉川保育園 0774-82-2153

多賀保育園 0774-82-2225

いづみ保育園 0774-82-4160

子育て支援センター 0774-82-2232

環境衛生センター 0774-82-4651

学校給食センター 0774-82-3617

井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838

町立デイサービスセンター 0774-99-4318

老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499

老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059

京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000

井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(3 月 21 日から 4月 20日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人

井 手 岩 瀬　真
ま

 奈
な

麻 衣

〈
出
生
〉


